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大
空
へ

令和元年９月⑴

り
返
し
、
ス
ピ
ー
ド
に
磨

き
が
か
か
っ
た
。
競
技
力

に
加
え
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、

理
想
の
選
手
像
と
し
て
の

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な
っ
て

い
る
。
エ
ー
ス
と
し
て

“
楽
し
く
走
る
”
鹿
屋
ス

ピ
リ
ッ
ツ
を
忘
れ
ず
、
最

後
の
イ
ン
カ
レ
で
総
合
優

勝
を
奪
還
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

大
学
生
と
し
て
最
後
の

出
場
と
な
る
イ
ン
カ
レ
で

ど
ん
な
走
り
を
見
せ
て
く

れ
る
の
か
、
橋
本
さ
ん
か

ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

　

近
年
、
教
育
機
関
で
は

「
教
育
改
革
」
が
積
極
的
に

行
わ
れ
て
い
る
。
本
学
も
例

外
で
は
な
く
、
学
び
や
教
育

の
内
容
に
一
定
の
方
向
づ
け

を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
社
会
の
ニ
ー
ズ
に

対
す
る
方
向
づ
け
で
あ
る
。

大
学
で
は
こ
れ
を
デ
ィ
プ
ロ

マ
・
ポ
リ
シ
ー
（
学
位
授
与

の
方
針
）
と
呼
び
、
「
こ
の

大
学
で
は
〇
〇
な
人
材
を
育

成
・
輩
出
し
ま
す
」
と
社
会

に
対
し
て
宣
言
を
行
っ
て
い

る
▼
本
学
で
も
教
職
員
が
一

丸
と
な
り
、
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ

リ
シ
ー
に
対
応
し
た
教
育
の

質
を
保
証
す
る
た
め
、
教
育

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
Ｇ
Ｐ
Ａ

や
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
テ
ス
ト
、
本
学

が
開
発
し
た
Ｓ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
に

よ
る
学
生
の
学
修
成
果
の
可

視
化
も
行
っ
て
い
る
。
詳
細

は
、
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｓ
－
Ａ
Ｐ 

ｎ
ｅ

ｗ
ｓ
や
忍
者
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

ap.nifs-k.ac.jp/

）
に
も
掲

載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ

お
目
通
し
い
た
だ
き
た
い
▼

方
向
づ
け
と
聞
く
と
少
し
窮

屈
な
印
象
が
あ
る
が
、
一
方

で
学
生
の
個
性
を
伸
ば
す
こ

と
も
教
育
改
革
の
重
要
な
課

題
で
あ
る
。
本
学
で
は
、
一
般

に
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
と

呼
ば
れ
る
学
修
ス
ペ
ー
ス
を

複
数
設
置
し
、
主
体
的
な
学

び
を
促
す
工
夫
を
行
っ
て
い

る
。
社
会
で
は
、
平
均
的
に

何
で
も
で
き
る
ジ
ェ
ネ
ラ
リ

ス
ト
だ
け
で
な
く
、
得
意
に

秀
で
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を

求
め
る
声
も
大
き
い
。
自
動

化
が
進
む
Ａ
Ｉ
時
代
、
主
体

的
に
学
び
、
独
自
の
感
性
・

創
造
力
を
育
む
こ
と
が
一
層

大
切
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
Ｒ
・
Ｋ
）

　

7
月
13
日
、
14
日
に
長

野
県
美
鈴
湖
自
転
車
競
技

場
で
行
わ
れ
た
「
第
3
回

全
日
本
学
生
選
手
権
オ

ム
ニ
ア
ム
大
会
」
に
お
い

て
、
鹿
屋
体
育
大
学
自
転

車
競
技
部
の
橋
本
優
弥
さ

ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程

４
年
）
が
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。
橋
本
さ
ん
は
７

月
６
日
、
７
日
に
行
わ
れ

た
第
60
回
全
日
本
学
生
選

手
権
ト
ラ
ッ
ク
自
転
車
競

技
大
会
で
も
、
女
子
ポ
イ

ン
ト
レ
ー
ス
、
３
㎞
イ
ン

デ
ィ
ビ
デ
ュ
ア
ル
・
パ
ー

シ
ュ
ー
ト
、
石
上
夢
乃
さ

ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程

1
年
）
と
出
場
し
た
マ

デ
ィ
ソ
ン
の
３
種
目
で
優

勝
し
、
2
大
会
合
わ
せ
て

４
冠
達
成
の
快
進
撃
を
続

け
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
大
会
を
振
り
返
り
、

橋
本
さ
ん
は
「
２
つ
の
大

会
で
合
計
４
冠
で
き
て
と

て
も
う
れ
し
い
。
日
頃
の

練
習
の
成
果
が
こ
う
し
て

結
果
に
結
び
つ
い
て
く
る

と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ

プ
に
も
つ
な
が
る
。
最
後

第3回
全日本学生選手権オムニアム大会で優勝
自転車競技部　橋本優弥さん

の
イ
ン
カ
レ
で
は
ラ
イ
バ

ル
選
手
か
ら
の
マ
ー
ク
が

激
し
く
な
る
と
思
う
が
、

鹿
屋
体
育
大
学
の
校
旗
を

最
も
高
い
と
こ
ろ
に
掲
げ

ら
れ
る
よ
う
全
力
を
尽
く

し
た
い
」
、
指
導
を
し
て

い
る
同
大
学
の
黒
川
剛
監

督
は
「
海
外
遠
征
を
繰

オムニアム選手権での橋本優弥さん（中央）
　

８
月
14
日
、
大
分
県
の
昭

和
電
工
ド
ー
ム
に
お
い
て
鹿

屋
体
育
大
学
サ
ッ
カ
ー
部

が
Ｊ
１
チ
ー
ム
・
大
分
ト
リ

ニ
ー
タ
と
の
天
皇
杯
３
回
戦

と
し
て
対
戦
し
、
１
対
２
で

惜
敗
し
ま
し
た
。
天
皇
杯
は

Ｊ
１
・
Ｊ
２
チ
ー
ム
や
各
県

代
表
等
の
88
チ
ー
ム
が
激
闘

を
繰
り
広
げ
、
同
大
学
の
３

回
戦
進
出
は
10
年
ぶ
り
３
回

目
で
す
。
台
風
10
号
が
接
近

し
吹
き
寄
せ
る
雨
風
の
中
、

敵
地
大
分
で
の
開
催
で
相
手

チ
ー
ム
の
応
援
に
勢
い
が
あ

る
中
で
の
激
闘
と
な
り
ま
し

た
。

　
「
国
体
予
選
の
試
合
後
で

疲
労
の
残
る
体
力
を
考
慮

し
た
作
戦
だ
っ
た
」
と
語
る

キ
ャ
プ
テ
ン
奥
田
雄
大
さ

ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程
４

年
）
の
言
葉
ど
お
り
、
最
後

ま
で
守
備
ラ
イ
ン
を
崩
さ
な

天
皇
杯
第
99
回
全
日
本
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

３
回
戦
好
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
！

い
完
璧
な
守
り
を
見
せ
た
同

大
学
で
し
た
が
、
後
半
残
り

わ
ず
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
惜

し
く
も
失
点
。
し
か
し
粘
り

強
く
戦
う
姿
勢
が
オ
ウ
ン

ゴ
ー
ル
を
よ
び
、
延
長
戦
と

な
り
ま
し
た
。
結
果
は
延
長

戦
後
半
の
終
了
間
際
ま
で
一

進
一
退
で
、１
２
０
分
を
戦
い

抜
こ
う
と
し
た
瞬
間
の
一
瞬

で
ゴ
ー
ル
を
決
め
ら
れ
、
初

の
３
回
戦
突
破
と
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、Ｊ
１
に
ひ

け
を
と
ら
な
い
力
を
十
分
に

見
せ
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
ワ
ン
チ
ャ
ン
ス
を
生
か

せ
ず
悔
し
い
が
、Ｊ
１
チ
ー

ム
と
戦
え
て
得
た
も
の
を
総

理
大
臣
杯
で
生
か
し
た
い
」

と
試
合
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
Ｆ
Ｗ
10
番
の
藤
本
一
輝
さ

ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程
３

年
）
は
答
え
、
次
へ
の
闘
志

を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

全
日
本
学
生
な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会

春
山
り
ん
か
さ
ん
　優
勝
！

団
体
の
部
　
準
優
勝
！

　

入
間
市
市
民
体
育
館
（
埼

玉
県
）
で
８
月
11
日
に
開
催

さ
れ
た
第
58
回
全
日
本
学

生
な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会

に
お
い
て
、
な
ぎ
な
た
部
の

春
山
り
ん
か
さ
ん
（
武
道
課

程
２
年
）
が
試
合
競
技
個
人

の
部
で
優
勝
し
ま
し
た
。
春

山
さ
ん
は
昨
年
に
引
き
続

き
連
覇
を
達
成
。
試
合
後

春
山
さ
ん
は
「
今
回
優
勝

で
き
た
の
は
多
く
の
支
え
が

あ
り
達
成
で
き
た
も
の
だ
と

強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
結
果
に
満
足
す
る
こ
と
な

く
、
新
た
な
目
標
に
向
か
い
、

精
進
し
て
参
り
ま
す
」
と
次

へ
の
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

 

ま
た
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な

り
優
勝
を
目
指
し
て
挑
ん

だ
団
体
の
部
は
決
勝
戦
ま

で
駒
を
進
め
ま
し
た
が
、
昨

年
度
の
優
勝
校
に
1
本
の

差
で
惜
敗
し
準
優
勝
、
演

技
競
技
で
は
ベ
ス
ト
8
と
な

り
ま
し
た
。
な
ぎ
な
た
部
部

長
の
北
希
織
さ
ん
（
武
道
課

程
4
年
）
は
「
今
回
の
大
会

で
は
、部
員
全
員
が
“
優
勝
”

と
い
う
同
じ
目
標
に
向
か
っ

て
戦
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

目
標
と
す
る
と
こ
ろ
に
は
あ

と
一
歩
の
と
こ
ろ
で
届
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
日
頃
の
稽

古
の
成
果
を
十
分
に
出
す

こ
と
が
で
き
、
大
き
な
達
成

感
を
得
ら
れ
ま
し
た
。
顧
問

の
山
田
先
生
を
は
じ
め
本
学

の
す
べ
て
の
方
々
、
鹿
児
島

県
な
ぎ
な
た
連
盟
の
先
生

方
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
先
輩
方

に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。
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●推薦入試
１．募集人員　　体育学部   スポーツ総合課程   　５０人
       　　　　　　　　　　　武　 道　 課　 程　　２０人
　　　　　　　　　　　　　　　　　合　　計　　７０人
２．推薦要件
　 　推薦入試に出願できる者は、次の（１）～（５）のすべてに該当する者と

します。
　（１） 次の各号のいずれかに該当する者で出身学校長が責任を持って推薦し

得る者（既卒者については卒業後1年以内）
　　　① 高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者及び令和２年３月卒業見

込みの者
　　　② 通常の課程による12年の学校教育を修了した者及び令和２年３月修了

見込みの者
　　　③ 学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第150条の規定によ

り、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者及
び令和２年３月31日までにこれに該当する見込みの者

　（２） 本学が定めた強化種目において、以下のいずれかの競技成績をあげた者
　　　◎強化種目：［スポーツ総合課程］ 
　　　　　　　　　　 陸上競技、体操競技、水泳、バスケットボール、 

サッカー（男子）、テニス、バレーボール、 
海洋スポーツ（セーリング、ローイング）、自転車競技

　　　　　　　　　［武道課程］
　　　　　　　　　　柔道、剣道、なぎなた（女子）

     ①スポーツ総合課程
　　（個人種目）
　　　・全国大会ベスト16以上の競技成績を有する者
　　　・公式ランキング16位以上の競技成績を有する者
　　　・ブロック大会ベスト８以上の競技成績を有する者
　　　・ ブロック大会の種目別・団体総合ベスト８以上の競技成績を有する者

（テニス、体操競技、駅伝）
　　（団体種目※）
　　　・ 全国大会又はブロック大会に出場した競技成績を有するレギュ

ラーメンバー
　　　・ブロック単位での優秀選手、強化選手
　　　※ 団体種目とは、バスケットボール、サッカー（男子）、バレー

ボールの種目を指します。
    ②武道課程
　　　・ 全国大会ベスト16以上の競技成績を有する者（団体はレギュラー

メンバーのみ）
　　　・ ブロック大会ベスト８以上の競技成績を有する者（団体はレギュ

ラーメンバーのみ）
　　　・ブロック単位での優秀選手、強化選手
　　　・ 金鷲旗高校柔道大会又は玉竜旗高校剣道大会において連続15人以

上勝ち抜いた者
　（３） 当該スポーツ・武道の分野においてその活動を継続し、競技力の向

上に努める者
　（４）調査書の全体の評定平均値が3.0以上の者
　（５）本学の教育課程を履修するための学力を有する者
３．選抜日程等
　　出 願 期 間　　　令和元年11月１日（金)～11月６日（水）
　　選 抜 日 程　　　令和元年11月21日（木）・11月22日（金）
　　合格者発表日　　　令和元年12月４日（水）
４．選抜方法
　 　推薦入試は、出身学校長の推薦に基づき、本学が行う試験（小論文、面接

及び実技検査）の成績、調査書、競技歴調書、推薦書の内容及び健康診断の
結果を総合して選抜します。

　　なお、大学入試センター試験は課しません。
    ※実技検査の内容
　　 　下記のとおり課程別に指定した実技検査種目ＡからOまでの中の１種目を

選択することになります。
 　　　ア．スポーツ総合課程
　　　　　 Ａ 陸上競技　Ｂ 体操競技　Ｃ 水泳　Ｄ バスケットボール　 

Ｅ サッカー（男子）（フットサルを除く。）　Ｆ テニス　 
G バレーボール

　　　　　 海洋スポーツ（セーリング：Ｈ ヨット　Ｉ ボードセーリング，
ローイング：Ｊ ボート　Ｋ カヌー）　L 自転車競技

　　　 イ．武道課程
　　　　　 M 柔道　N 剣道　O なぎなた（女子）

●一般入試
１．募集人員　体育学部    スポーツ総合課程　　　６０人
　　　　　　　　　　　 　武　 道　 課　 程　　　２５人
　　　　　　　　　　　　　　　 　合　　計　　　８５人
２．出願資格
　 　一般入試に出願できる者は、次の（１）～（３）のいずれかに該当し、か

つ、令和２年度大学入試センター試験の教科・科目の中から本学が指定する
３教科・３科目を受験した者

 　（１） 高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者及び令和２年３月卒業
見込みの者

 　（２） 通常の課程による12年の学校教育を修了した者及び令和２年３月修
了見込みの者

 　（３） 学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第150条の規定によ
り、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者
及び令和２年３月31日までにこれに該当する見込みの者

３．選抜日程等
　　出 願 期 間　　　令和２年１月27日（月)～２月５日（水）
　　選 抜 日 程　　　令和２年２月25日（火）・２月26日（水）
　　合格者発表日　　　令和２年３月６日（金）
４．選抜方法
　 　一般入試は、令和２年度大学入試センター試験並びに本学が行う試験（面

接、実技検査）の成績、調査書、指定調書の内容及び健康診断の結果を総合
して選抜します。

　　※実技検査の内容
　 　　 下記のとおり課程別に指定された実技検査種目又は運動能力検査（ス

ポーツ総合課程のみ）で実施します。
　　 （ＡからＮの中から１種目を選択することになります。）
         ア．スポーツ総合課程　
　　　　 Ａ 陸上競技　Ｂ 器械運動　Ｃ 水泳　Ｄ バスケットボール 

Ｅ サッカー　Ｆ テニス　Ｇ バレーボール
　　　　 海洋スポーツ（セーリング：Ｈ ヨット　Ｉ ボードセーリング、ロー

イング：Ｊ ボート　Ｋ カヌー）Ｌ運動能力検査（検査項目：自転車
エルゴメータによる持久性テスト、垂直跳テスト、リバウンドジャン
プテスト、敏しょう性テスト）

        イ．武道課程
　　　　Ｍ 柔道　Ｎ 剣道
５．本学が課す令和２年度大学入試センター試験の教科・科目
　（１）令和元年度以前の大学入試センター試験成績の利用は行いません。
　（２ ）国語又は数学から１教科・１科目、地理歴史若しくは公民又は理科か

ら１教科・１科目、外国語から１科目の合計３教科・３科目を受験して
いることが条件です。

　　　 　なお、本学が指定する教科・科目数を超えて受験した場合は、高得点
となる３教科・３科目を合否判定に用います。ただし、地理歴史及び公
民並びに理科の試験時間において２科目を受験する場合には、第１解答
科目の得点を用います。

令和２年度学生募集のお知らせ  ～推薦入試及び一般入試～

教科 グループ 科目 教科科目の選択の方法
国　語 『国語』

　左記の２教科・７科目のうちから
１教科・１科目を受験していること。数　学

① 「数学Ⅰ」『数学Ⅰ・数学Ａ』

② 「数学Ⅱ」　『数学Ⅱ・数学Ｂ』
『簿記・会計』『情報関係基礎』

地　理
歴　史

「世界史Ａ」「世界史Ｂ」「日本史Ａ」 
　  「日本史Ｂ」「地理Ａ」「地理Ｂ」

「現代社会」「倫理」「政治・経済」
『倫理，政治・経済』

　左記の３教科・18 科目のうちから
１教科・１科目を受験していること。
　ただし，「基礎を付した科目」につ
いては，２科目を受験していること。

公　民

理　科
① 「物理基礎」「化学基礎」

「生物基礎」「地学基礎」
② 「物理」「化学」「生物」「地学」

外国語
『英語』『ドイツ語』
『フランス語』
『中国語』『韓国語』

　左記の１教科・５科目のうちから
１教科・１科目を受験していること。
　（『英語』を選択する者は，筆記と
リスニングの双方を受験すること。）

（問い合わせ先）
〒891-2393　鹿児島県鹿屋市白水町１番地　鹿屋体育大学教務課入試係
TEL：0994-46-4869  FAX：0994-46-2515　E-mail:nyushi@nifs-k.ac.jp
公式ホームページ　　https://www.nifs-k.ac.jp/
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http://www.mizuho.kubota.ne.jp

Af t e r
アフター

Before
ビフォー

変
わ
る
！

魅
せ
る
！

ディスプレイで 差 がつく!!
会社イメージの向上　　スムーズな営業　　統一感でさらなる魅力アップ

企業説明会用ブース

Ichiro Shinsei
新生 一郎

kan@shinsei-p.co.jp

〒893-0013
鹿児島県鹿屋

市札元1-22-3
4

Tel.0994-43
-2238　Fax

.0994-43-7
541

㈱新生社印刷

金箔・銀箔・カラ
ー箔etc

100枚から注文
可能金箔・銀箔・カラ
ー箔etc

100枚から注文
可能

鹿児島県鹿屋市札元１－22－34
TEL 0994（43）2238（代）

URL https://www.shinsei-p.co.jp
E-MAIL kan@shinsei-p.co.jp

パッケージ・
パンフレット・
ポスターetcに、
ご活用いただけます。

SOUTEN No.342
令和元年９月⑶

　私たちテニス部は、顧問の高橋仁大先生の
もと、男子 16 名、女子 9 名の計 25 名で活動
しています。週 5 日の練習で平日は 2 時間半
から 3 時間、土曜日は 4 時間行っています。
　テニス部は 1985 年に創設され、今年で 32
年目を迎える伝統のあるサークルです。数年
前までは九州学生リーグの２部や３部に降格
し部員が集まらない年さえありましたが、男
子は 6 年前、女子は 7 年前に１部リーグに復
帰し、再び活気のある部活になってきていま
す。 過去には女子の先輩が全日本学生選手権
のシングルスでベスト４に入賞、また昨年男
子は団体戦である全日本学生王座決定戦でベ
スト８に入賞するなど輝かしい成績を収めて

きました。 しかし、関東や関西のチームに比
べると個人力も団体力にもまだまだ劣ってい
る状況です。
　私たちはそんな状況を打破し、過去の栄光
を取り戻し、それを超えるために部員全員で
切磋琢磨しながら厳しい練習に励んでいます。
　今年の９月に行われる九州学生王座決定戦
では男女ともに全国への切符を手にすること
を通過点とし、全国でも上位進出を目指しま
す。全国に鹿屋体育大学の名を広め、地方か
らでも活躍できるということを証明できるよ
うなサークルになっていきます。
　今後とも応援をよろしくお願いします。

テニス部

課外活動団体紹介

２
０
１
９
サ
マ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
エ
ン
ス

キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
ま
し
た

　

8
月
6
日
～
9
日
の
3
日
間
、
高
校
生
の
た
め
の
先

進
的
科
学
技
術
体
験
合
宿
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
２
０
１
９
サ

マ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
プ
in
鹿
屋
体
育
大

学
：
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
最
前
線
～
Ｆ
ｒ
ｏ
ｍ 

Ｇ
ｅ
ｎ
ｅ 

ｔ
ｏ 

Ｇ
ｏ
ｌ
ｄ
～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
研
究
成
果

が
、
「
運
動
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向
上
に
対
し
て
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
」
、
お
よ
び
「
国
民
す
べ
て

の
健
康
の
維
持
・
増
進
に
対
し
て
幅
広
く
応
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
」
、
こ
の
2
点
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
全
国
か
ら
多
数
の
応
募
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
16
名
の
高
校
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
ス
ポ
ー
ツ
生
理

学
、
心
理
学
、
バ
イ
オ

メ
カ
ニ
ク
ス
に
関
す
る

講
義
を
受
講
す
る
と
と

も
に
、
最
先
端
の
研
究

装
置
・
設
備
を
用
い
て

実
験
を
行
う
こ
と
で
、

ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
が
人

間
の
体
に
及
ぼ
す
影
響

や
重
要
性
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
い
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、

「
最
先
端
の
機
械
を
使

う
こ
と
が
初
め
て
だ
っ

た
の
で
と
て
も
い
い
経

験
に
な
っ
た
」
「
今
回

の
経
験
を
競
技
力
向
上

に
つ
な
げ
た
い
」
「
鹿

屋
体
育
大
学
に
は
最
先

端
の
技
術
を
学
び
、
か

つ
部
活
動
に
打
ち
込
め

る
環
境
が
整
っ
て
お
り

驚
い
た
」
な
ど
の
感
想

が
聞
か
れ
、
本
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
堪
能
し
た
様
子

で
し
た
。

※ 

２
０
１
９
サ
マ
ー
・

ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
エ
ン

ス
キ
ャ
ン
プ
は
、
株

式
会
社
財
宝
か
ら
の

奨
学
寄
附
金
に
よ
る

ご
支
援
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

教務課教育企画係
折田　将俊

教務課入試係
上園　裕紀

学術図書情報課研究支援係
山口　浩史

◆�

ご
挨
拶

◆�

よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

◆�

よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

7
月
1
日
付
で
鹿
児
島
大

学
か
ら
出
向
し
て
ま
い
り
ま

し
た
教
務
課
教
育
企
画
係
の

折
田
と
申
し
ま
す
。

　

今
回
の
出
向
に
伴
い
妻
と

子
（
2
歳
半
）
の
3
人
で
鹿

屋
市
に
転
居
い
た
し
ま
し

た
。
鹿
屋
体
育
大
学
で
は
初

め
て
の
勤
務
と
な
り
ま
す

が
、
父
の
仕
事
の
関
係
で
小

学
校
2
年
生
か
ら
3
年
間
大

崎
町
に
住
ん
で
お
り
ま
し
た

の
で
、
久
し
ぶ
り
の
大
隅
半

島
で
の
生
活
と
な
り
ま
す
。

ま
だ
鹿
屋
市
に
転
居
し
て
２

カ
月
で
す
が
、
と
て
も
住
み

や
す
い
環
境
で
あ
る
と
強
く

感
じ
て
お
り
、
家
族
も
大
い

に
喜
ん
で
い
ま
す
。
休
日
に

家
族
で
様
々
な
場
所
に
出
か

け
る
こ
と
が
今
か
ら
楽
し
み

で
す
。

　

鹿
児
島
大
学
で
は
学
生

系
・
会
計
系
・
総
務
系
の
業

務
を
そ
れ
ぞ
れ
経
験
し
ま
し

た
が
、
約
5
年
ぶ
り
に
学
生

と
直
接
窓
口
で
接
す
る
業
務

を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
鹿
屋
体

育
大
学
に
来
て
ま
ず
驚
い
た

の
が
、
学
生
が
廊
下
で
す
れ

違
う
際
に
元
気
よ
く
挨
拶
を

し
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。
そ

ん
な
学
生
へ
の
積
極
的
な
支

援
を
全
力
で
取
り
組
む
覚
悟

で
す
が
、
至
ら
ぬ
点
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

７
月
１
日
付
で
鹿
児
島
大

学
か
ら
教
務
課
入
試
係
に
参

り
ま
し
た
上
園　

裕
紀
（
う

え
ぞ
の　

ゆ
う
き
）
と
申
し

ま
す
。

　

鹿
児
島
大
学
で
は
５
年
前

に
入
試
業
務
を
経
験
し
て
お

り
、
入
試
業
務
に
ま
た
携
わ

れ
る
こ
と
へ
の
緊
張
と
期

待
、
当
時
の
感
覚
や
知
識
を

忘
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
不

安
、
そ
れ
ぞ
れ
を
感
じ
な
が

ら
の
日
々
を
送
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
は
あ
り
ま
す
が
、

本
学
の
入
口
か
ら
本
学
に
少

し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
、

志
願
者
の
サ
ポ
ー
ト
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

 

ま
た
、
す
で
に
ご
存
じ
の

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、7
月
１
日
以
降
、

入
試
係
で
は
「
上
園
」
が
２

名
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
お

電
話
い
た
だ
く
際
な
ど
に
困

惑
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
何
卒

ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

　

出
身
は
薩
摩
川
内
市
、
趣

味
は
サ
ッ
カ
ー
、
モ
ッ
ト
ー

は「
し
ん
ど
い
時
で
も
笑
顔
」

と「
な
ん
と
か
な
る（
す
る
）」

で
す
。
い
ま
だ
戦
力
に
な
れ

て
お
ら
ず
、
皆
様
に
は
色
々

と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
、
ご

指
導
い
た
だ
く
こ
と
も
多
々

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

７
月
１
日
付
け
で
鹿
児
島

大
学
か
ら
学
術
図
書
情
報
課

研
究
支
援
係
に
参
り
ま
し
た

山
口
と
申
し
ま
す
。

　

鹿
児
島
大
学
で
は
財
務
系

部
署
で
財
務
会
計
の
法
定
手

続
き
等
、
社
会
連
携
の
部
署

で
研
究
成
果
の
知
財
化
、
技

術
移
転
に
係
る
事
務
を
、
学

部
の
庶
務
担
当
と
し
て
教
授

会
の
取
り
回
し
な
ど
経
験
し

て
参
り
ま
し
た
が
、
各
部
署

に
お
い
て
鹿
屋
体
大
へ
の
人

事
交
流
を
経
験
さ
れ
た
先
輩

方
が
上
司
や
同
僚
と
し
て
お

世
話
に
な
る
機
会
が
多
く
、

鹿
屋
で
の
経
験
が
大
変
た
め

に
な
る
と
常
々
聞
か
さ
れ
て

参
り
ま
し
た
。
こ
の
「
ふ
れ

こ
み
」
に
感
化
さ
れ
て
人
事

交
流
を
希
望
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
、
今
回
の
ご
縁

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

学
内
の
こ
と
、
ま
だ
ま
だ

何
も
わ
か
ら
ず
不
安
な
こ
と

も
多
い
で
す
が
、
緑
の
美
し

い
キ
ャ
ン
パ
ス
と
元
気
に
挨

拶
を
交
わ
し
て
く
れ
る
学
生

た
ち
に
心
洗
わ
れ
る
毎
日
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

研
究
支
援
係
に
お
い
て
は

本
学
の
外
部
資
金
獲
得
、
産

学
連
携
、
研
究
環
境
整
備
等

に
助
力
し
な
が
ら
、
大
学
人

と
し
て
成
長
し
て
参
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



⑷SOUTEN No.342
⑷令和元年９月

９日・�令和元年度全日本大学対抗テニス王座決
定試合

　　（～15　愛媛/愛媛県総合運動公園）
18日・�第35回U20日本陸上競技選手権大会
　　（～20　広島/広島広域公園陸上競技場）

19日・�第4回九州学生陸上競技新人選手権大会
　　（～20　長崎/島原市営陸上競技場）
20日・�2019ジャパンカップサイクルロードレース
　　（栃木/宇都宮市森林公園周回コース）
27日・�第67回全日本学生剣道優勝大会
　　（千葉/千葉ポートアリーナ）
30日・�第84回全日本学生ヨット選手権大会
　　（～11月4日　兵庫/新西宮ヨットハーバー）

大隅青少年自然の家との連携事業
第 11 回少年野球教室を開催！

第
１
回
留
学
生
と
日
本
人
学
生
の

ス
ポ
ー
ツ
交
流
イ
ベ
ン
ト
開
催

2019.11.23（土）～24（日）

松下学長（左）に受賞の報告に訪れた、鈴木特任助教、藤井さん、
前田明スポーツパフォーマンス研究センター長（右）

　

7
月
9
日
、
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で
行
わ
れ
た
第
5
回

日
本
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
学
会
大
会
で
、
鹿
屋
体

育
大
学
の
鈴
木
智
晴
特
任
助

教
が
学
会
賞
、
大
学
院
・
体

育
学
研
究
科
3
年
藤
井
雅
文

さ
ん
（
大
学
体
育
ス
ポ
ー
ツ

高
度
化
共
同
専
攻
）
が
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

学
会
賞
を
受
賞
し
た
鈴
木

特
任
助
教
の
研
究
演
題
は

「
野
球
投
手
に
お
け
る
直
球

の
「
ノ
ビ
」
や
「
キ
レ
」
に

関
す
る
研
究
―
初
速
と
終
速

の
差
に
着
目
し
て
―
」
。
球

質
測
定
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て

得
た
デ
ー
タ
に
よ
り
、
「
ノ

ビ
」
や
「
キ
レ
」
と
い
う
感

覚
的
な
野
球
の
表
現
が
ボ
ー

ル
の
減
速
量
と
関
係
し
て
い

る
こ
と
に
着
目
し
、
数
値
化

す
る
こ
と
に
よ
り
可
視
化
し

ま
し
た
。
優
秀
賞
の
藤
井
さ

ん
の
研
究
演
題
は
「
二
塁
走

者
に
お
け
る
至
適
第
二
次

リ
ー
ド
の
位
置
取
り
と
は
」

で
し
た
。
い
ず
れ
も
同
大
学

の
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
研
究
セ
ン
タ
ー
で
の
活
動

が
実
を
結
ん
だ
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

第
５
回
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
学
会
大
会
で

学
会
賞
、
優
秀
賞
を
受
賞
！

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
７
月

６
日
、
留
学
生
８
名
、
日
本

人
学
生
26
名
に
よ
る
「
第
１

回
留
学
生
と
日
本
人
学
生
の

ス
ポ
ー
ツ
交
流
イ
ベ
ン
ト
」

を
同
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
練

習
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
が
、
留
学
生
と

日
本
人
学
生
の
交
流
を
通

し
、
双
方
の
積
極
的
な
異
文

化
理
解
の
き
っ
か
け
作
り
と

な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
留
学
生
、
日

本
人
学
生
と
教
職
員
混
合
の

10
名
一
組
で
４
チ
ー
ム
を
構

成
し
、
野
球
の
ス
ト
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
を
行

い
、
各
チ
ー
ム
の
獲
得
点
で

競
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
出
身
の
留
学
生

K
ano T

om
oki

さ
ん

に
よ
る
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

サ
ッ
カ
ー
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
も
披
露
さ
れ
、
大
き

な
歓
声
や
拍
手
が
沸
き
起

こ
り
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
後
に

は
Ｌ
Ｌ
２
教
室
に
て
交

流
会
を
行
い
、
留
学
生
と

日
本
人
学
生
が
連
絡
先
を

交
換
す
る
な
ど
こ
の
機
会

を
通
し
て
交
流
を
深
め
て

い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し

闘いのスケジュール 10月

授業料の納付について
　令和元年度後期分授業料は、下記のとおり銀行
口座引落を行いますので、よろしくお願いいたし
ます。
１．銀行口座引落日：10 月 28 日（月）
　 　10 月 25 日（金）までに引落口座へ入金してく

ださい。
２．授業料（半期分）：267,900 円
３．問い合わせ先：鹿屋体育大学　財務課出納係
　　　　　　　　　TEL　0994-46-4840

　令和元年度後期分の学生宿舎経費は、下記のとおり銀行口座引
落を行いますので、よろしくお願いいたします。
１． 銀行口座引落日：令和元年 10 月 15 日（火）
　　10 月 11 日（金）までに引落口座へ入金してください。
２．学生宿舎経費：後期分（令和元年 10 月分～令和 2 年 3 月分）
　　　寄宿料　　　　　　　　　　 25,800 円（4,300 円× 6 ヶ月）
　　　運営費（居室電気料含む）　　57,000 円（9,500 円× 6 ヶ月）
　　　　計　　　　　　　　　　　82,800 円
３．問い合わせ先：鹿屋体育大学  学生課生活支援係
　　　　　　　　　TEL　0994-46-4888

学生宿舎経費の納付について

学内行事
（令和元年 10 月）

１日�開学記念日
２日�授業開始
� 小クラス懇談会（～3日）
� 履修登録変更期間（～16日）

12日�第２回大学説明会
15日��AO（SS）入試第２次

選考
28日�大学院修士課程入試
29日��大学院博士後期課程

入試

　

7
月
15
日
、
鹿
屋
体
育
大
学

で
鹿
児
島
県
内
の
72
名
の
中
学

生
を
対
象
に
し
た
少
年
野
球
教

室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
大

学
の
硬
式
野
球
部
が
６
年
前
か

ら
実
施
し
、
今
回
で
11
回
目
を

数
え
た
こ
の
教
室
は
、
国
立
大

隅
青
少
年
自
然
の
家
と
の
連
携

事
業
と
し
て
1
泊
2
日
の
ス

ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
ま
で

に
発
展
し
ま
し
た
。

　

教
室
の
1
日
目
は
、
運
動
能

力
、
投
球
ボ
ー
ル
の
回
転
数
や

ス
ピ
ー
ド
を
同
大
学
の
ス
ポ
ー

ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
セ
ン

タ
ー
で
測
定
し
、
2
日
目
は
広

大
な
敷
地
を
フ
ル
に
活
用
し

て
、
守
備
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、

走
塁
な
ど
の
練
習
や
ホ
ー
ム
ラ

ン
競
争
と
い
っ
た
新
し
い
メ

ニ
ュ
ー
が
組
ま
れ
た
時
間
割
で

行
わ
れ
、
大
き
な
掛
け
声
や
声

援
が
広
い
グ
ラ
ン
ド
い
っ
ぱ
い

に
響
き
渡
り
ま
し
た
。
最
後
は

参
加
者
全
員
が
同
大
学
部
員
と

ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
な
が
ら
笑
顔

で
野
球
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

《
一
　
般
》

カ
イ
コ
ー
㈱
様（
三
万
円
）

　

賛
助
会
費
は
、
奨
学
金
、
国
際
交

流
、
学
内
研
修
等
に
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

た
。「
い
ろ
ん
な
人
と
交
流

が
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ

た
」
と
い
う
留
学
生
の
声
も

聞
か
れ
る
な
ど
、
充
実
し
た

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

【陸上競技】
◆第69回九州地区大学体育大会
（7/13～14　福岡/福岡大学陸上競技場）
▽男子　110ｍＨ 2位 堀井　直樹
　　　　400ｍＨ 2位 谷本　翔平
【男子バレーボール】
◆�2019九州大学ビーチバレー男子選手権大会
（7/20～21　熊本/マリンパークビーチ）
▽男子 3位 柳、西村
【女子バレーボール】
◆第69回九州地区大学体育大会
（7/6～7　福岡/香蘭女子短期大学体育館）
▽女子　団体 3位 鹿屋体育大学
【男子バスケットボール】
◆第69回九州地区大学体育大会
（6/29～7/1　福岡/福岡大学総合体育館・日本経済大学体育館）
▽男子　団体 3位 鹿屋体育大学
【女子バスケットボール】
◆第69回九州地区大学体育大会
（6/29～7/1　福岡/福岡大学総合体育館）
▽女子　団体 3位 鹿屋体育大学
【水泳】
◆�第66回九州地区国公立大学選手権水泳競技大会
（7/6～7　熊本/アクアドームくまもと）
▽男子　団体総合 1位 鹿屋体育大学
▽女子　団体総合 1位 鹿屋体育大学
◆第79回九州学生選手権水泳競技大会
（7/6～7　熊本/アクアドームくまもと）
▽男子　団体総合 2位 鹿屋体育大学
 100ｍ　自由形 1位 古賀　圭一郎
 200ｍ　自由形 1位 古賀　圭一郎
  2位 田切　和也
 400ｍ　自由形 2位 可德　圭秀
  3位 田切　和也
 1500ｍ　自由形 2位 可德　圭秀
 100ｍ　バタフライ 1位 榊　大希
 200ｍ　バタフライ 1位 榊　大希
  2位 野﨑　充
 100ｍ　背泳ぎ 3位 黒川　真吾
 200ｍ　背泳ぎ 1位 黒川　真吾
  3位 門田　凌我
 200ｍ　個人メドレー 1位 田崎　竜成
 400ｍ　個人メドレー 1位 野﨑　充
  2位 田崎　竜成
 400ｍ　メドレーリレー 2位 黒川、田崎、
   古賀、榊
 400ｍ　フリーリレー 2位 田切、田中（一）、
   菊池、古賀
 800ｍ　フリーリレー 1位 田切、古賀、
   可德、野﨑

▽女子　団体総合 1位 鹿屋体育大学
 100ｍ　自由形 1位 鳥居　真世
  2位 髙宮　玲音
 200ｍ　自由形 1位 髙宮　玲音　
  2位 端野　咲紀
 400ｍ　自由形 1位 川﨑　碧
  2位 端野　咲紀
 800ｍ　自由形 1位 川﨑　碧
  2位 小川　真侑
 100ｍ　平泳ぎ 2位 五十嵐　陽美
 200ｍ　平泳ぎ 2位 五十嵐　陽美
 100ｍ　バタフライ 1位 小林　瑠那
 200ｍ　バタフライ 1位 小林　瑠那
 100ｍ　背泳ぎ 1位 山口　藍李
 200ｍ　背泳ぎ 1位 山口　藍李
 200ｍ　個人メドレー 1位 吉原　杏実
 400ｍ　個人メドレー 1位 吉原　杏実
 400ｍ　メドレーリレー 1位 小林、髙宮、
   五十嵐、山口
 200ｍ　フリーリレー 1位 鳥居、小林、
   讃岐、髙宮
 400ｍ　フリーリレー 1位 吉原、讃岐、
   小林、鳥居
【柔道】
◆第61回全国国公立大学柔道優勝大会
（7/7　東京/講道館）
▽男子　団体 2位 鹿屋体育大学
【ヨット】
◆2019年度　九州学生ヨット選手権大会（個人戦）
（7/6～7　福岡/福岡市立ヨットハーバー）
▽混合
 国際スナイプ級 3位 岩下、北林
【漕艇】
◆2019年　U23　世界選手権
（7/24～28　アメリカ/サラソタ）
▽女子
 軽量級シングルスカル 13位 四方　美咲
【自転車競技】
◆�第60回全日本学生選手権トラック自転車競技大会
（7/6～7　長野/松本市美鈴湖自転車競技場）
▽男子
 1㎞タイムトライアル
  5位 黒瀬　浩太郎
 ケイリン 7位 徳田　匠
 スクラッチ 5位 河藤　相真
 スプリント 6位 岸田　剛
  7位 真鍋　智寛
 タンデム・スプリント 3位 山根、徳田
  6位 黒瀬、田仲
▽女子
 3㎞インディヴィデュアル・パーシュート
  1位 橋本　優弥
  5位 石上　夢乃

 500mタイムトライアル 5位 橋本　優弥
  7位 内村　風羽香
 ポイントレース 1位 橋本　優弥
  8位 石上　夢乃
 マディソン 1位 橋本、石上
  6位 内村、成海
◆2019年九州地域自転車競技大会
（7/13～15　熊本/五木村　五木源パーク特設コース）
▽男子
 個人ロードレース 1位 重満　丈
  2位 石井　駿平
◆第3回全日本学生選手権オムニアム大会
（7/13～14　長野/松本市美鈴湖自転車競技場）
▽男子　オムニアム 3位 長松　大祐
  6位 河藤　相真
▽女子　オムニアム 1位 橋本　優弥
  5位 石上　夢乃
  8位 成海　綾香
◆第6回JICF国際トラックカップ
（7/13～14　長野/松本市美鈴湖自転車競技場）
▽男子
 エリート1㎞タイムトライアル
  2位 岸田　剛
  12位 田仲　駿太
 エリートオムニアム 9位 長松　大祐
  13位 河藤　相真
 エリートケイリン 10位 真鍋　智寛
 エリートマディソン 12位 長松、髙良
▽女子
 エリート500mタイムトライアル
  6位 内村　風羽香
 エリートオムニアム 2位 橋本　優弥
  16位 石上　夢乃
 エリートケイリン 9位 内村　風羽香
 エリートスプリント 7位 内村　風羽香
 エリートマディソン 5位 石上、成海
◆�2019年度　全日本学生トラックレースシリーズ　第3戦
（7/14～15　長野/松本市美鈴湖自転車競技場）
▽男子
 1㎞タイムトライアル 6位 髙良　柊也
 200mフライング・タイムトライアル 
  3位 岸田　剛
 ケイリン 2位 真鍋　智寛
  3位 田仲　駿太
  6位 岸田　剛
 ポイントレース　クラス1 2位 長松　大祐
  5位 長松　空吾
▽女子
 3㎞インディヴィデュアル・パーシュート
  5位 石上　夢乃
 500mタイムトライアル 1位 内村　風羽香
  2位 成海　綾香
 ポイントレース 4位 成海　綾香
  7位 石上　夢乃

７月


